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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第80期

第３四半期連結
累計期間

第81期
第３四半期連結

累計期間
第80期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　12月31日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （百万円） 81,767 85,711 110,275

経常利益 （百万円） 789 2,303 2,047

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 52 1,563 1,567

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △3,160 2,738 1,121

純資産額 （百万円） 42,061 48,839 46,335

総資産額 （百万円） 77,032 85,285 82,033

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 2.55 75.73 76.48

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 2.51 75.17 75.39

自己資本比率 （％） 54.1 56.9 56.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 831 3,843 4,182

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △2,155 △2,597 △2,634

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △3,551 △2,701 △3,538

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 6,800 8,189 9,683

 

回次
第80期

第３四半期連結
会計期間

第81期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成28年
　10月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　10月１日
至平成29年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 45.09 38.36

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善に伴う個人消費の持ち直しや設備投資の増加な

どにより緩やかな回復基調で推移いたしました。海外においては、米国景気は堅調に推移し、中国や新興国でも回復

の動きが見られました。

　自動車業界におきまして、国内では新車販売効果などにより回復基調に推移し、米国では減少に転じたものの、中

国、アジアの新興国では底堅く推移しました。

　当第３四半期連結累計期間におきましては、売上高は85,711百万円（前年同期比4.8％増）、営業利益は2,185百万

円（前年同期比32.6％増）、経常利益は2,303百万円（前年同期比191.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は1,563百万円（前年同期は52百万円の利益）となりました。

 セグメントの業績は次のとおりであります。

(a) 自動車部品関連事業

　自動車部品関連事業につきましては、北米では減産しましたが、国内、アジアでは増産し、売上高は83,182百万

円（前年同期比5.2％増）となり、営業利益は2,367百万円（前年同期比31.4％増）となりました。

 

(b) ワイヤーハーネス関連事業

　航空機関連の受注が減少したことにより、売上高は1,729百万円（前年同期比10.4％減）、営業損失は191百万円

（前年同期は154百万円の損失）となりました。

 

(c) 福祉機器関連事業

　電動車いすの販売は減少したものの、その他の福祉機器の販売が増加したことにより、売上高は799百万円（前

年同期比4.0％増）、営業損失は1百万円（前年同期は7百万円の損失）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結累計期間において営業活動の結果増加した資金は、3,843百万円（前年同期比362.2％増）、投資

活動に使用した資金は、2,597百万円（前年同期比20.5％増）、財務活動の結果減少した資金は、2,701百万円（前年

同期比23.9％減）となりました。

　この結果、当第３四半期末の現金及び現金同等物の残高は8,189百万円となりました。
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(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動によるキャッシュ・フローは、3,843百万円の増加となりました。これは主として、税金等調整前四半期

純利益が2,335百万円、減価償却費が3,736百万円であったものの、売上債権の増加額が2,476百万円であったことに

よるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動によるキャッシュ・フローは、2,597百万円の減少となりました。これは主として、定期預金の増加額が

884百万円、有形固定資産の取得による支出が1,606百万円であったことによるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動によるキャッシュ・フローは、2,701百万円の減少となりました。これは主として、長期借入金の返済に

よる支出が1,753百万円、リース債務の返済による支出が837百万円であったことによるものであります。

(3）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における研究開発活動に係る費用の総額は1,342百万円であります。なお、当該金額に

は既存製品の改良、応用等に関する費用が含まれており、「研究開発費等に係る会計基準」（企業会計審議会）に規

定する「研究開発費」は142百万円であります。

　また、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 49,195,000

計 49,195,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 21,341,152 21,341,152

東京証券取引所

市場第一部

名古屋証券取引所　　　

市場第一部

単元株式数

100株

計 21,341,152 21,341,152 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

 平成29年10月１日～

 平成29年12月31日
－ 21,341 － 6,297 － 6,030

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

　普通株式 547,200
－ －

完全議決権株式（その他）
 普通株式

       20,786,900
207,869 －

単元未満株式  普通株式　 7,052 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 21,341,152 － －

総株主の議決権 － 207,869 －

　（注）１「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の普通株式9,000株（議決権の数90個）が含ま

れております。

　　　　２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式10株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱今仙電機製作所

愛知県犬山市字柿

畑１番地
547,200 － 547,200 2.56

計 － 547,200 － 547,200 2.56

　（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は、547,285株であります。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,304 9,739

受取手形及び売掛金 19,235 ※ 21,064

電子記録債権 6,312 6,924

たな卸資産 10,922 12,493

その他 4,583 4,277

貸倒引当金 △546 △546

流動資産合計 50,811 53,953

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,925 7,785

機械装置及び運搬具（純額） 7,179 6,800

その他（純額） 9,857 9,589

有形固定資産合計 24,961 24,176

無形固定資産   

その他 814 694

無形固定資産合計 814 694

投資その他の資産   

投資有価証券 4,966 6,052

その他 556 488

貸倒引当金 △75 △79

投資その他の資産合計 5,446 6,461

固定資産合計 31,222 31,332

資産合計 82,033 85,285

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,674 ※ 10,743

電子記録債務 6,116 6,788

1年内償還予定の社債 327 －

短期借入金 3,649 3,097

未払法人税等 454 311

賞与引当金 1,207 484

製品保証引当金 178 221

その他 6,113 6,464

流動負債合計 26,720 28,110

固定負債   

長期借入金 2,887 2,341

退職給付に係る負債 2,362 2,336

その他 3,727 3,658

固定負債合計 8,978 8,336

負債合計 35,698 36,446
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,134 6,297

資本剰余金 5,867 6,049

利益剰余金 31,155 32,353

自己株式 △441 △441

株主資本合計 42,717 44,258

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,983 2,713

為替換算調整勘定 1,322 1,656

退職給付に係る調整累計額 △113 △97

その他の包括利益累計額合計 3,192 4,272

非支配株主持分 425 308

純資産合計 46,335 48,839

負債純資産合計 82,033 85,285
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 81,767 85,711

売上原価 73,139 76,832

売上総利益 8,627 8,879

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 2,158 2,084

給料手当及び賞与 1,883 1,847

賞与引当金繰入額 79 78

退職給付費用 67 57

減価償却費 309 290

その他 2,479 2,336

販売費及び一般管理費合計 6,979 6,694

営業利益 1,648 2,185

営業外収益   

受取利息 83 96

受取配当金 95 111

為替差益 － 99

その他 125 168

営業外収益合計 304 474

営業外費用   

支払利息 245 292

為替差損 880 －

その他 37 63

営業外費用合計 1,163 356

経常利益 789 2,303

特別利益   

固定資産売却益 3 49

特別利益合計 3 49

特別損失   

固定資産処分損 27 17

投資有価証券評価損 70 －

特別損失合計 97 17

税金等調整前四半期純利益 694 2,335

法人税、住民税及び事業税 728 462

法人税等調整額 △130 222

法人税等合計 598 684

四半期純利益 96 1,650

非支配株主に帰属する四半期純利益 44 87

親会社株主に帰属する四半期純利益 52 1,563
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 96 1,650

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 479 729

為替換算調整勘定 △3,779 342

退職給付に係る調整額 43 15

その他の包括利益合計 △3,256 1,087

四半期包括利益 △3,160 2,738

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,166 2,642

非支配株主に係る四半期包括利益 6 95
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 694 2,335

減価償却費 4,003 3,736

賞与引当金の増減額（△は減少） △749 △723

受取利息及び受取配当金 △178 △207

支払利息 245 292

固定資産処分損益（△は益） 24 △31

投資有価証券評価損益（△は益） 70 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,181 △2,476

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,217 △1,601

仕入債務の増減額（△は減少） 2,304 2,777

その他 △447 521

小計 2,567 4,622

利息及び配当金の受取額 167 211

利息の支払額 △245 △292

法人税等の支払額 △1,656 △697

営業活動によるキャッシュ・フロー 831 3,843

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 30 △884

有形固定資産の取得による支出 △2,260 △1,606

投資有価証券の取得による支出 △41 △44

その他 116 △61

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,155 △2,597

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △719 △46

長期借入れによる収入 － 771

長期借入金の返済による支出 △1,370 △1,753

社債の償還による支出 － △2

リース債務の返済による支出 △802 △837

配当金の支払額 △614 △639

その他 △44 △193

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,551 △2,701

現金及び現金同等物に係る換算差額 △456 △38

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,330 △1,493

現金及び現金同等物の期首残高 12,131 9,683

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,800 ※ 8,189

 

EDINET提出書類

株式会社今仙電機製作所(E02231)

四半期報告書

13/19



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形

 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形 －百万円 16百万円

支払手形 － 24

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

現金及び預金勘定 7,392百万円 9,739百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △591 △1,550

現金及び現金同等物 6,800 8,189
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月12日

取締役会
普通株式 307 15 平成28年３月31日 平成28年６月23日 利益剰余金

平成28年11月11日

取締役会
普通株式 307 15 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　 該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月12日

取締役会
普通株式 327 16 平成29年３月31日 平成29年６月22日 利益剰余金

平成29年11月８日

取締役会
普通株式 311 15 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
自動車
部品関連
事業

ワイヤー
ハーネス関
連事業

福祉機器関
連事業

合計

売上高       

(1）外部顧客への売上高 79,068 1,929 769 81,767 － 81,767

(2）セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 27 1 28 △28 －

計 79,068 1,957 770 81,795 △28 81,767

セグメント利益又は損失（△） 1,801 △154 △7 1,640 8 1,648

（注）１．セグメント間取引消去によるものです。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
自動車
部品関連
事業

ワイヤー
ハーネス関
連事業

福祉機器関
連事業

合計

売上高       

(1）外部顧客への売上高 83,182 1,729 799 85,711 － 85,711

(2）セグメント間の内部売上高又
は振替高

1 19 1 22 △22 －

計 83,183 1,749 800 85,734 △22 85,711

セグメント利益又は損失（△） 2,367 △191 △1 2,174 10 2,185

（注）１．セグメント間取引消去によるものです。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 2円55銭 75円73銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額　　

（百万円）
52 1,563

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する　　　　

四半期純利益金額（百万円）
52 1,563

普通株式の期中平均株式数（千株） 20,499 20,643

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 2円51銭 75円17銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額　

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 296 151

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

      　該当事項はありません。

 

２【その他】

平成29年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

１　中間配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　311,909千円

２　１株当たり中間配当額　　　　　　　　　　　　　 　　15円

３　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　 平成29年12月４日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月９日

株式会社今仙電機製作所

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福　井　　淳　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　谷　浩　二　　印

 
 
 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社今仙電
機製作所の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日か
ら平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ
シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社今仙電機製作所及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財
政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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